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ペアトークでの意見交流は、全員が参加できる活動、
表出の学習場面であると考えられる。したがって、ペ
アトークを導入したUDLの授業実践は国語科に対す
る児童の自己効力感を向上させる可能性があると示唆
される。
⑵自己効力感の性差
本調査では、男子の「能力の位置づけ」において、
事前と事後の結果に有意差が見られた。厳密にいうと
自己効力感と自尊感情は異なる概念であるが、青年期
における自尊感情の変動について研究をおこなった北
村(2011)は、その中で、自尊感情の高さは、関係的自
己の変化に対する意識に関連していると述べている。
相手に応じて自己が変化することを肯定的に受け入れ
る人ほど自尊感情が高いという。
また、自尊感情の基盤について、対人的条件または
個人的条件のどちらに基づいて自己を評価するかは、
男性では達成などの個人的条件に、女性では対人的条
件に基づくように変化するという。わが国でも、梶田
(1988)が高校生・大学生を対象とした自己評価的意識
に関する質問紙調査から、女性の場合、他者のまなざ
しの意識に関わるもの(人のうわさなど)が自己評価的
意識の中で大きな比重を占めるのに対し、男性の場合
これと並んで自己に対するまなざしに関わるもの(自
分に自信を持っている、自分が嫌になるなど)の比重も
大きいことを指摘している。
６年生男子は、自己の変化を肯定的にとらえること
が難しかった、また授業実践の前は自己のまなざしを
中心に自己評価していたものの、ペアトークという他
者との意見交流の経験を経て、他者との比較において
自己を評価した結果、事後の特異的自己肯定感のアン
ケートでは低い結果になっているのかもしれない。詳
細な検討は今後の研究課題であるが、ユニバーサルデ
ザインを用いた授業実践においては、特別な配慮の有
無及びその詳細の検討はもとより、自己効力感の性差
にも着目する必要があると考えられる。
８.まとめと今後の課題
以上の結果より、小学校通常の学級における授業実
践では、多くの児童が積極的に参加し活動できるUDL
の授業構想の工夫と、学習に対する適切な評価の方法
の工夫を行うことで、授業に参加した児童の特異的自
己効力感に影響を及ぼすことが明らかになった。なか
でも、全員参加型のペアトークなどの意見交流の場面
の工夫に注目ができる。それらの実践を可能にするた
めに、小学校低学年から高学年にかけて教室全体での
コミュニケーションや協同的思考を育てていく系統的
な取り組みが望まれる。
今後は、UDLの授業実践が、どのような特徴のある
児童にどのような効果をもたらすか、児童の学力との
関連も踏まえ検討する必要がある。「特別な配慮を必要
とする児童」については、心理検査等の結果を加味し、
発達障害の診断のある児童の傾向についても検証する
必要がある。通常の学級の指導においてより効果的な
授業実践をこれからも追及していきたい。
注
１）本研究における発達障害とは、発達障害者支援法による「自
閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習
障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障
害であってその症状が通常低年齢において発現するものと
して政令で定めるもの」をいう。
２）本研究で用いた「児童用教科(国語)特異的自己効力感尺度」
の対象は、小学校３年生以降が適正年齢であるとされてい
る。そこで、アンケート項目の回答に未記入が少なく、ア
ンケートの回収人数が最も多かった６年生を研究対象と選
定した。
３）本研究において「特別な配慮を必要とする児童」とした７
名全員、発達障害の医学的診断を受けていない。
４）ペアトークを取り入れたUDLの国語の教科学習という事
実を通して、自分が感じた感想を「～できたことがよかっ
た」と主体的に述べている特別な配慮を必要とする児童に
対し、自己と他者の比較による感想を「友だちは～だが自
分は～だった」と自分の弱点も含めて客観的に述べている
のが本研究の対象者である６年生児童全体の傾向である。
６年生児童全体の傾向として、自他の比較による自己評価
によって自己効力感を形成するタイプの子どもが多いので
はないだろうか。また、このタイプの子どもたちは、自他
の比較によって自己効力感は上がりにくくなっているため、
授業実践の事前・事後において平均値の相違が認められな
かったのではないだろうか。一方で、特別な配慮を必要と
する児童の中には、自分自身の達成感で自己効力感を形成
する者がいるのかもしれない。このタイプの子どもたちに
は、主観的な自己理解だけでなく、他者との関わりから客
観的な自己理解につながるような経験をさせていくことも
課題であると考えられる。
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